
９月６日 （土） 13:30 ～ 15：00
国立ハンセン病資料館１階 映像ホール （入場無料）

ハワイのモロカイ島に流された悲惨なハンセン病患者の救いのために、単身島

に渡り、命を捧げたひとりの神父。
その墓標には「友のために命を捨てるより大きな愛はない」という言葉が刻まれ

ている。その愛は、現代に生きるわたしたちに生きることの意味を投げかけ、そし
て教えてくれる。



西田 正・一人芝居 花島 宣人・演出

N a t i o n a l H a n s e n ’s D i s e a s e M u s e u m

ダ ミ ア ン 神 父 の 生 涯
～ハンセン病患者と共に生き、死んだ司祭～

日 時 2014年9月6日（土）13:30－15:00 （13:00開場）

会 場 国立ハンセン病資料館１階 映像ホール

定 員 150人 （予約不要・先着順）

入 場 無 料

国 立 ハ ン セ ン 病 資 料 館

〒189-0002 東京都東村山市青葉町4-1-13
TEL 042-396 -2909 FAX 042-396 -2981

●西武池袋線清瀬駅南口より、久米川駅行きバスで約１０分

●西武新宿線久米川駅北口より、清瀬駅南口行きバスで約２０分

いずれもバス停留所「ハンセン病資料館」で下車すぐ

●ＪＲ武蔵野線秋津駅・西武池袋線秋津駅南口より徒歩約２０分

●関越自動車道所沢ＩＣより約３０分（駐車スペースに限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用下さい。）

h t t p : / / w w w . h a n s e n - d i s . j p

1942（昭和17）年埼玉県岩槻に生まれる。父は人形師。おばあさんが、「正、東京が

燃えているよ」と言って、縁側から南の空を指差した。空が真っ赤に染まっていた。それ

が戦争の記憶です。家の前が映画館で、毎日のように映画を見に行っていた。小学生のこ

ろは映画俳優になろうと思い、中学になってから、俳優を動かすシナリオライターになり

たいと思い、日大芸術学部の映画学科を目指した。無事大学に入り、東京に下宿し、新国

劇の「赤ひげ」を観劇した。三階席でぼろぼろ涙を流し、激しく感動し、こんなに俺を感

動させるものがこの世にあったのかと、映画から演劇に方向転換をした。しかし、時代は

激動期で70年安保の学生運動でやがて大学は閉鎖され、ベトナム反戦のデモの中で機動

隊に催涙弾を投げられ、棍棒で殴られ、意識を失った。やがて挫折、自信を失い、対人恐

怖症になった。新宿で酒に逃れる毎日。そんな中で一冊の書物に出会い、嫌いだった宗教、

特に一番嫌いだったキリスト教を求道し始め、ついに歌舞伎町の小さな教会で洗礼を受け

る。「あなたのしてもらいたいことをあなたの隣の人にしなさい」というイエスキリスト

の言葉に従い、一番好きな演劇を通し、人々に福音を伝えるのが自分のこの世に生まれた

理由だと知り、自分の使命と心得、キリスト伝道劇団新宿新生館を造る。以来40年間で

200回以上の公演を続けてきました。その間勉強のため、プロの劇団テアトロ海に入団。

演出家の松浦竹夫氏に師事。テレビは藤田まことの「はぐれ刑事」シリーズや映画では

「ゴジラ」などに出演。舞台は「十二人の怒れる男」「墓場なき死者」「天国への遠征」

など数えきれません。現在は三浦綾子さんの「氷点」「塩狩峠」の台本を書き演出してい

ます。「ダミアン神父の生涯」はこの15年間毎月公演し、演じ続けています。

ダミアン神父はハワイ・モロカイ島に隔離されたハンセン病患者たちのことを、命を捨

てるほど愛されました。私は演じるたびに彼から生き方を学びます。神から与えられた恵

まれた日々です。

URL

演者／西田 正（にしだ ただし）さんからのメッセージ


